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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第138期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第137期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 526,9982,250,007

経常利益 (千円) 47,310 154,666

四半期(当期)純利益 (千円) 47,985 144,436

純資産額 (千円) 2,791,3672,743,338

総資産額 (千円) 7,294,7167,350,814

１株当たり純資産額 (円) 266.43 261.84

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 4.58 13.79

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 38.3 37.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 14,577 247,146

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △82,386 166,021

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △97,841△307,310

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 385,786 551,467

従業員数 (名)
57

(115)
57

(115)

(注)１．　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２．　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてる事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
57

(115)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第1四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いています。

　　　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
23

(100)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第1四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】
　

当社は映画興行やフィットネスクラブ運営等のサービス業及び不動産賃貸業を中心に業態を形成してお

り、受注・生産形式の営業活動は行っておりません。また、販売の状況については、「３　財政状態及び経営

成績の分析　(1)経営成績の分析」における「事業の種類別セグメントの業績」の記載に示した通りであり

ます。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析

当第1四半期における我が国の経済は、原油価格の高騰に端を発したあらゆる原材料価格の急騰が企業環

境及び個人消費に影響を与え、景気は依然として後退局面にあり、回復の兆しが見えない状況が続いており

ます。 

　このような状況のもと、当社グループの当第1四半期連結業績につきましては、個人消費の伸び悩みなどの

影響を受けた映画興行事業部門、スポーツ・レジャー事業部門は低調な成績に推移したものの、一方で不動

産事業部門、自動車教習事業部門は概ね計画通りに推移し、売上高は5億2千6百万円、営業利益は5千9百万

円、経常利益は4千7百万円、四半期純利益は4千7百万円となりました。 

　当第1四半期の事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

（映画興行事業部門） 

　新宿地区に大手シネコンが進出するなか、ミニシアター向けの作品を取り揃えシネコンとのカラーの違い

を打ち出してまいりましたが、当第1四半期はヒット作に恵まれず、売上高は9千万円、営業損失は9百万円と

なりました。 

　（スポーツ・レジャー事業部門） 

　フィットネスクラブは前事業年度に「コナミスポーツクラブ自由が丘」と名称変更し、コナミスポーツク

ラブのフランチャイザーとして今後のブランド力アップにつながるものと見込んでおりますが、当第1四半

期におきましては、売上高は6千9百万円、営業損失は9百万円となりました。 

　（不動産事業部門） 

　賃貸部門の入居状況は引き続き安定しております。販売部門につきましては、市場の状況を注意深く見極

めており、当第1四半期においては仕入・販売は行いませんでした。以上のことから売上高は1億8千4百万円

（セグメント間の内部売上高を除く）、営業利益は4千4百万円となりました。 

　（自動車教習事業部門） 

　若年層人口が減少するなか、教習メニューの多様化や送迎バスの本数・コースに工夫を凝らすことによ

り、サービスの向上と業務の効率化をはかってまいりました。その結果、売上高は1億1千5百万円、営業利益

は2千6百万円となりました。 

　（その他の事業部門） 

　外部に経営委託している東京都新宿区のタピオカ入りソフトドリンク販売店は堅調に売上を伸ばしてお

りますが、一方で住宅関連資材の売上は景気の影響を受け伸び悩みました。その結果、売上高は6千7百万円、

営業利益は7百万円となりました。 
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(2)財政状態の分析

当第1四半期末における総資産は、有利子負債の返済や未払債務の支払等で流動性預金が減少したことな

どから、前期末に比べ5千6百万円減の72億9千4百万円となりました。 

　負債合計は、有利子負債の返済を進めたことにより、前期末に比べ1億4百万円減の45億3百万円となりまし

た。 

　純資産合計は、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加により、前期末に比べ4千8百万円増の27億9千

1百万円となりました。 

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物は、3億8千5百万円となりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、4千9百万円の税金等調整前四半期純利益があったものの、前受金

の実現による売上計上や仕入債務の支払があったことなどから、1千4百万円の増加となりました。 

　投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出（5千万円）、有形固定資産の取得によ

る支出（11百万円）などから、8千2百万円の減少となりました。 

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出により、9千7百万円の減少となりま

した。 

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

武蔵野興業株式会社(E04591)

四半期報告書

 6/23



  (6) 経営成績に重要な影響を与える要因について

　　　映画興行事業は作品の集客力によって営業成績が左右される側面が大きく、経営成績に重要な影響を与え

るひとつの要因といえます。当第1四半期連結会計期間においては、ヒット作を多く取り揃えることがで

きず、部門収益は伸び悩みました。しかしながら今後は、新宿地区に進出した大手シネコンとの差別化を

はかるため、メジャー作品とはテイストの異なる作品を数多く取り揃え、個性ある映画館を目指してまい

ります。また、当社グループにおける不動産事業につきましては、一定の収益が見込める不動産賃貸業と

不動産投資業が柱となっており、グループ全体の事業基盤を下支えするうえで重要な役割を担っており

ます。今後も長期安定的な事業基盤を継続していくうえでは、当社の不動産事業を取り巻く経営環境に充

分留意していく必要があると考えております。

　

  (7) 経営戦略の現状と見通し

各セグメント別の経営戦略を明確にし、従業員全員が共通意識を持つことで、課題である繰越損失の解

消の実現に取り組んでおります。

映画興行事業は、メジャーな作品にたよらないミニシアターならではの品質重視の番組編成を心掛け、

近隣のシネコンとの差別化をはかってまいります。

スポーツ・レジャー事業は、フィットネスクラブを「コナミスポーツクラブ自由が丘」に名称変更した

ことを一つの契機とし、ブランドイメージの向上をはかりながら、一方でお客様のニーズを常時見極め、将

来性の見込める分野に経営資源を集中させ、必要に応じて新たな投資も検討してまいります。

不動産事業は、投資物件や賃貸物件の資産価値を充実させていくとともに、不動産販売につきましては

市況をよく見極め判断してまいります。

自動車教習事業は、施設の充実、従業員のサービスの向上はもちろん、地域との信頼関係を重視した営業

活動を継続してまいります。

　

  (8)資本の財源及び資金の流動性についての分析

　 ①流動性の管理方針

映画興行や不動産賃貸が事業の主軸であるため、売上債権の回収については概ね効率が良いものと考え

ております。したがって毎日の入金管理に重点を置くことはもちろん、売掛債権等が発生する場合におい

ては、その相手先の状態に気を配り、営業部門と経理部門双方からのリスク管理を徹底しております。

　 ②短期的な債務の状況

当社グループの流動負債の構成比は、総資産に対し8.8%となりました。主な内訳は「一年以内返済予定

の長期借入金」３億９千１百万円であります。今後も財務基盤の安定性を保つために、短期的な債務の管

理には細心の注意をはらってまいります。

③ファイナンス及び資本の財源

資本市場における資金の調達は平成元年以降行っておりません。現在は主に金融機関からの借入金によ

り資金調達を行っております。また当社は繰越損失の解消が急務であり、キャッシュ・フロー経営を徹底

させることにより自己資本の増強に努めることが第一と考えております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,500,00010,500,000
東京証券取引所
（市場第二部）

―

計 10,500,00010,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

― 10,500,000 ― 1,004,500 ― ―

　

(5) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式        ― ―                ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―                ―

議決権制限株式(その他) ― ―                ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

23,000
―                ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,410,000
10,410　　　　　　　 ―

単元未満株式
普通株式

67,000
―                ―

発行済株式総数 10,500,000― ―

総株主の議決権 ― 10,410 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式７株が含まれております。

「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
武蔵野興業株式会社

東京都新宿区新宿3-27-10 23,000 ― 23,000 0.2

計 ― 23,000 ― 23,000 0.2

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 251 255 244

最低(円) 236 236 231

(注)　株価は、東京証券取引所市場第２部によります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士片渕博義氏、八重洲監査法

人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 785,910 901,566

受取手形及び売掛金 54,713 58,222

商品 3,607 5,125

繰延税金資産 48,742 48,771

その他 106,213 80,376

貸倒引当金 △2,287 △2,388

流動資産合計 996,898 1,091,672

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,222,733 1,224,303

機械装置及び運搬具（純額） 17,170 17,196

工具、器具及び備品（純額） 67,070 67,403

土地 3,877,653 3,877,653

有形固定資産合計 ※１
 5,184,626

※１
 5,186,555

無形固定資産

借地権 76,260 76,260

その他 14,945 15,911

無形固定資産合計 91,205 92,171

投資その他の資産

投資有価証券 766,841 726,198

長期貸付金 739,817 740,093

その他 174,174 173,246

貸倒引当金 △658,845 △659,121

投資その他の資産合計 1,021,987 980,416

固定資産合計 6,297,818 6,259,142

資産合計 7,294,716 7,350,814
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 54,029 63,010

短期借入金 391,364 391,364

未払法人税等 1,087 5,130

賞与引当金 24,133 12,989

その他 171,311 178,435

流動負債合計 641,924 650,928

固定負債

長期借入金 1,651,730 1,749,571

退職給付引当金 184,712 182,054

役員退職慰労引当金 18,648 18,648

その他 608,880 608,820

再評価に係る繰延税金負債 1,397,455 1,397,455

固定負債合計 3,861,425 3,956,548

負債合計 4,503,349 4,607,476

純資産の部

株主資本

資本金 1,004,500 1,004,500

利益剰余金 △336,772 △384,756

自己株式 △6,092 △6,092

株主資本合計 661,636 613,652

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 458 413

土地再評価差額金 2,129,273 2,129,273

評価・換算差額等合計 2,129,731 2,129,686

純資産合計 2,791,367 2,743,338

負債純資産合計 7,294,716 7,350,814
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　 【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 526,998

売上原価 271,007

売上総利益 255,991

販売費及び一般管理費 ※１
 196,169

営業利益 59,822

営業外収益

受取利息及び配当金 1,768

持分法による投資利益 4,029

その他 135

営業外収益合計 5,932

営業外費用

支払利息 18,434

その他 10

営業外費用合計 18,444

経常利益 47,310

特別利益

貸倒引当金戻入額 584

前期損益修正益 1,682

その他 455

特別利益合計 2,721

特別損失

前期損益修正損 739

店舗閉鎖損失 220

特別損失合計 959

税金等調整前四半期純利益 49,072

法人税、住民税及び事業税 1,087

四半期純利益 47,985
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 49,072

減価償却費 35,036

貸倒引当金の増減額（△は減少） △378

受取利息及び受取配当金 △1,768

支払利息 18,434

為替差損益（△は益） 31

持分法による投資損益（△は益） △4,029

売上債権の増減額（△は増加） 3,519

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,518

仕入債務の増減額（△は減少） △8,981

その他 △56,067

小計 36,387

利息及び配当金の受取額 1,743

利息の支払額 △18,423

法人税等の支払額 △5,130

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,577

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000

有形固定資産の取得による支出 △11,160

貸付金の回収による収入 276

その他 △21,502

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,386

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △97,841

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,841

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,681

現金及び現金同等物の期首残高 551,467

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 385,786
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　繰延税金資産の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,238,306千円

 

　２　偶発債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金

　　に対して、次の通り債務保証を行っております。

　　㈱野和ビル　　　　　　　　　　　　484,000千円　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,204,237千円

 

　２　偶発債務

　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金

　　に対して、次の通り債務保証を行っております。

　　㈱野和ビル　　　　　　　　　　　　496,000千円　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料手当　　　　　　　　　　　　54,063千円

　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　35,641千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　11,144千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　11,135千円

　　　租税公課　　　 　　　　　　　　　7,543千円

　　　法定福利費　 　　　　            8,850千円

　　　地代家賃　　　　　　　　　　　  25,327千円

　　　手数料　　　　　 　　　　　　　　4,407千円

　　　退職給付引当金繰入　　 　　　　　2,658千円

　　　交際接待費　　　 　　　　　　    2,111千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 785,910千円

　　　計 785,910千円

預入期間が３か月超の定期預金 △400,124千円

現金及び現金同等物 385,786千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,500,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 23,007

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　   該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　    当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。
　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　    該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

映画興行
事業
(千円)

スポーツ・
レジャー事
業

（千円）

不動産
事業
（千円）

自動車教習
事業
(千円)

その他の事
業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

90,80869,001184,078115,42467,687526,998 ― 526,998

　(2) セグメント間の内
部売上高又は振替高

― ― 17,604 ― ― 17,604(17,604)―

計 90,80869,001201,682115,42467,687544,602(17,604)526,998

営業利益又は営業損失
(△)

△9,908△9,10244,72926,9567,07759,752 70 59,822

(注)　１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　２　各事業の主な内容

     　　(1)映画興行事業　　　　　　映画興行及び映画館売店等の運営

　　　　 (2)スポーツ・レジャー事業　スポーツクラブ、ヨガ教室の運営　

　　　　 (3)不動産事業　　　　　　　不動産の販売及びテナントビルの賃貸等

　　　　 (4)自動車教習事業　　　　　自動車教習所の運営

　　　　 (5)その他の事業　　　　　　物品販売及びテナントビルの賃貸等

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当する事項はありません。

　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

　

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

266.43円 261.84円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 4.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 47,985

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 47,985

普通株式の期中平均株式数(株) 10,476,993

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

武蔵野興業株式会社(E04591)

四半期報告書

22/23



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日

武蔵野興業株式会社

取締役会　御中

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　片渕公認会計士事務所

公認会計士 　　　　　　　片　　渕　　博　　義　　印

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　八重洲監査法人

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　本　　間　　英　　雄　　印

　

　

私及び当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る武蔵野興業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私及び当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

私及び当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により

行われた。

　

私及び当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵野興業株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と私及び当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

　

以　上  　

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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